


２

た
め
、
土
地
基
盤
整
備
を
よ
り
一
層
図
り
、
事

業
実
施
に
あ
た
っ
て
は
県
に
対
し
補
助
率
の
引

き
上
げ
の
要
請
を
し
、
渋
川
市
に
お
い
て
も
補

助
率
の
ア
ッ
プ
を
図
り
、
農
家
の
負
担
軽
減
を

推
進
さ
れ
る
と
と
も
に
、
県
の
採
択
基
準
に
満

た
な
い
小
規
模
な
土
地
改
良
事
業
に
対
し
て

は
、
そ
の
地
域
の
実
情
に
配
慮
し
た
渋
川
市
の

柔
軟
な
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
優
良
農
用
地
の
適
正
な
管
理
保
全
を

１.

農
業
委
員
会
組
織
の
活
動
に
対
す
る

支
援
に
つ
い
て

農
業
委
員
会
で
は
、
旧
渋
川
市
の
平
成
17
年

度
か
ら
耕
作
放
棄
地
解
消
対
策
事
業
を
実
施

し
、
合
併
後
に
お
い
て
も
引
き
続
き
事
業
の
継

続
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。
し
か
し
、
国
の
農
地

政
策
の
展
開
方
向
に
基
づ
き
国
際
的
に
食
料
事

情
が
不
安
定
化
す
る
一
方
、
今
後
も
農
地
面
積

の
減
少
が
見
込
ま
れ
る
中
で
、
国
民
へ
の
食
料

の
安
定
供
給
を
図
る
た
め
に
は
、
優
良
農
地
を

確
保
す
る
と
と
も
に
耕
作
放
棄
地
を
解
消
す
る

こ
と
が
必
要
不
可
欠
で
あ
る
と
し
た
。

こ
れ
に
よ
り
本
年
11
月
ま
で
に
耕
作
放
棄
地

現
況
調
査
を
取
り
ま
と
め
、
平
成
21
年
度
か
ら

５
年
を
目
途
に
解
消
を
目
指
す
こ
と
を
位
置
付

け
て
お
り
ま
す
。

こ
の
事
業
内
容
は
、
現
地
調
査
を
実
施
し
耕

作
放
棄
地
の
状
況
に
応
じ
、
一
筆
ご
と
に
区
分
を

行
い
解
消
計
画
を
定
め
、
農
業
委
員
会
の
指
導
の

も
と
毎
年
、
解
消
実
績
を
報
告
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

以
上
の
内
容
か
ら
期
間
限
定
で
の
事
業
遂
行

を
図
る
た
め
、
事
務
局
の
専
従
職
員
を
含
め
た

体
制
整
備
に
つ
い
て
支
援
措
置
を
お
願
い
し
た

い
。

２.

遊
休
農
地
対
策
の
推
進
に
つ
い
て

(

１)

遊
休
・
耕
作
放
棄
農
地
を
市
民
農
園
等
と

し
て
利
活
用
す
る
事
業
を
強
化
さ
れ
た
い
。

(

２)

遊
休
農
地
の
発
生
防
止
に
大
き
な
役
割
を

果
た
し
て
い
る
、「
中
山
間
地
域
直
接
支
払
制

度
」
な
ら
び
に
「
農
地
・
水
・
環
境
保
全
向
上

対
策
」
の
拡
充
・
強
化
を
県
に
働
き
か
け
ら
れ

た
い
。

(

３)
農
業
委
員
会
で
は
、
遊
休
農
地
解
消
策
と

し
て
雑
草
の
発
生
を
抑
制
し
、
地
力
を
増
進
す

る
マ
メ
科
の
植
物
「
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
」
の
播

種
を
平
成
19
年
度
か
ら
５
ヶ
所
増
や
し
、
市
内

全
域
で
10
ヶ
所
の
展
示
圃
を
設
置
し
、
担
い
手

等
へ
の
利
用
集
積
が
図
れ
る
よ
う
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。

市
で
は
、
平
成
18
年
度
か
ら
遊
休
農
地
対
策

事
業
補
助
金
交
付
要
綱
を
設
置
さ
れ
、
遊
休
農

地
の
解
消
に
努
め
て
い
た
だ
い
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
が
、
引
き
続
き
本
事
業
の
継
続
と
補
助

制
度
の
拡
充
・
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

３.

担
い
手
対
策
に
つ
い
て

(

１)

認
定
農
業
者
等
担
い
手
の
経
営
確
立
の
支

援
に
つ
い
て

認
定
農
業
者
の
掘
り
起
こ
し（
再
認
定
含
む
）

と
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
活
動
へ
の
支
援
、
認
定

農
業
者
等
の
担
い
手
の
経
営
能
力
の
向
上
、
制

度
資
金
の
充
実
等
、
経
営
と
確
立
に
向
け
た
体

系
的
な
支
援
を
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
地
域
担
い
手
育
成
総
合
支
援
協
議
会

の
県
承
認
を
早
期
に
実
施
し
、
関
係
機
関
、
団

体
の
役
割
分
担
を
明
確
に
し
、
さ
ら
に
認
定
農

業
者
等
の
自
主
的
な
経
営
者
組
織
の
取
り
組
み

へ
の
支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

(

２)

農
業
後
継
者
の
育
成
確
保
に
つ
い
て

次
代
を
担
う
農
業
後
継
者
の
自
立
の
精
神
と

優
れ
た
経
営
感
覚
を
養
う
た
め
、
若
い
農
業
者

の
研
修
事
業
や
後
継
者
グ
ル
ー
プ
活
動
に
対
し

積
極
的
な
指
導
・
支
援
を
図
ら
れ
た
い
。

(

３)

小
規
模
農
家
等
の
育
成
と
支
援
に
つ
い
て

農
業
経
営
に
関
す
る
国
の
政
策
は
、
認
定
農

業
者
と
一
定
の
集
落
営
農
組
織
に
集
中
的
・
重

点
的
に
実
施
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
農
地
保
全

面
で
の
担
い
手
は
認
定
農
業
者
等
だ
け
で
は
な

く
、
小
規
模
農
家
並
び
に
兼
業
農
家
が
果
た
し

て
い
る
役
割
は
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。

つ
き
ま
し
て
は
、
小
規
模
農
家
・
兼
業
農
家

及
び
定
年
帰
農
者
な
ど
へ
の
政
策
・
支
援
を
図

ら
れ
た
い
。

(
４)
集
落
営
農
組
織
へ
の
支
援
に
つ
い
て
　
　
　

集
落
営
農
組
織
へ
の
経
営
確
立
（
法
人
化
）

に
向
け
た
融
資
や
経
営
、
技
術
研
修
等
の
支
援

措
置
を
図
ら
れ
た
い

４.

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い
て

(

１)

土
地
基
盤
整
備
と
優
良
農
地
の
確
保
に
つ

い
て優

良
農
地
の
確
保
と
有
効
活
用
を
推
進
す
る

農
業
委
員
会
は
農
地
法
等
の
法
令
に
定
め
ら
れ
た
事
務
を
行
う
行
政
委
員
会
と
し
て
の
役

割
と
農
政
活
動
を
展
開
す
る
農
業
団
体
と
し
て
の
機
能
を
併
せ
持
っ
た
組
織
で
す
。

な
か
で
も
「
農
業
委
員
会
等
に
関
す
る
法
律
第
６
条
第
３
項
」
で
は
意
見
の
公
表
や
建
議

な
ど
農
業
者
の
代
表
機
関
と
し
て
の
農
政
活
動
が
規
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
規
定
に
基
づ
き
本
市
農
業
委
員
会
で
は
、
新
年
度
に
む
け
て
農
業
者
の
意
見
や
要
望
を

集
約
し
、
10
月
６
日
の
農
業
委
員
会
総
会
で
決
議
さ
れ
た
も
の
が
農
政
に
反
映
さ
れ
る
よ
う
、

10
月
10
日
に
廣
田
会
長
か
ら
木
暮
市
長
へ
建
議
書
を
提
出
し
ま
し
た
。

出
席
し
た
会
長
及
び
各
部
会
長
等
、
代
表
者
７
名
は
平
成
21
年
度
の
予
算
編
成
に
あ
た
り

農
業
施
策
に
お
い
て
積
極
的
な
措
置
を
講
じ
ら
れ
る
よ
う
に
熱
心
に
建
議
を
行
い
ま
し
た
。

な
お
、
建
議
の
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。

建議書を廣田会長（左）から木暮市長へ手渡した



３

確
保
す
る
た
め
、
農
振
除
外
に
お
い
て
は
、
土

地
利
用
の
混
在
等
、
支
障
の
生
じ
な
い
よ
う
引

き
続
き
適
切
な
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

(
２)

農
道
及
び
用
排
水
路
の
整
備
に
つ
い
て

農
業
生
産
の
近
代
化
や
農
産
物
の
流
通
の
合

理
化
等
を
促
進
す
る
た
め
、
農
道
及
び
農
業
用

排
水
路
の
改
良
・
維
持
管
理
に
つ
い
て
、
よ
り

一
層
の
整
備
・
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

特
に
、
中
山
間
地
域
で
あ
る
小
野
上
地
域
に

お
い
て
は
多
面
的
機
能
で
あ
る
か
ん
が
い
排
水

の
未
整
備
地
区
が
あ
り
田
用
水
の
取
水
期
に
苦

慮
し
て
い
る
こ
と
か
ら
早
期
に
整
備
を
図
ら
れ

た
い
。

・
村
上

上
中
尾
地
区

Ｕ
字
溝
布
設
等
　
Ｌ

＝
３
４
０
ｍ
　
概
算
事
業
費
　
６,
５
０
０
千

円

(

３)

渋
川
南
部
地
域
用
排
水
路
の
整
備
等
に
つ

い
て当

地
域
は
、
近
年
の
商
業
の
進
展
に
よ
り
非

農
地
化
さ
れ
た
こ
と
に
伴
い
、
雑
排
水
等
に
対

す
る
処
理
能
力
が
な
い
用
排
水
路
に
な
っ
た
こ

と
か
ら
、
こ
れ
を
利
用
し
て
い
る
地
域
の
農
家

で
は
雨
期
時
に
水
田
へ
冠
水
す
る
な
ど
被
害
を

毎
年
受
け
て
い
る
状
況
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
た
め
、
抜
本
的
な
用
排
水
路
の
流
域
系

統
の
検
討
も
含
め
、
早
期
の
整
備
・
改
修
を
図

ら
れ
た
い
。

５.

有
害
鳥
獣
対
策
に
つ
い
て

有
害
鳥
獣
の
被
害
は
、
年
々
増
加
し
深
刻
な

社
会
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
市
に
お
い
て
は
駆

除
対
策
等
の
積
極
的
な
取
り
組
み
を
引
き
続
き

継
続
さ
れ
た
い
。

(

１)

電
牧
柵
の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
の
仕

組
み
は
、
数
名
以
上
の
単
位
で
な
い
と
補
助
対

象
外
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
土
地
利
用
の
状
況

等
に
よ
っ
て
は
単
独
で
も
適
用
に
な
る
よ
う
制

度
の
見
直
し
を
含
め
柔
軟
な
対
応
を
図
ら
れ
た

い
。

(

２)

イ
ノ
シ
シ
・
ク
マ
の
侵
入
防
止
策
と
し
て

は
、
電
牧
柵
が
有
効
な
対
策
と
し
て
効
果
が
あ

り
ま
す
が
、
シ
カ
は
電
牧
柵
の
高
さ
程
度
で
は

ジ
ャ
ン
プ
力
が
あ
る
た
め
跳
び
越
え
て
し
ま
う

た
め
、
高
い
フ
ェ
ン
ス
の
設
置
で
な
い
と
侵
入

防
止
に
な
ら
な
い
。
よ
っ
て
、
新
た
に
フ
ェ
ン

ス
の
設
置
に
対
す
る
補
助
制
度
の
措
置
を
図
ら

れ
た
い
。

(

３)

狩
猟
者
の
確
保
を
図
る
た
め
、
新
た
な
駆

除
従
事
者
や
狩
猟
資
格
の
取
得
・
更
新
等
に
お

け
る
負
担
軽
減
措
置
を
図
ら
れ
た
い
。

ま
た
、
生
態
調
査
を
踏
ま
え
た
抜
本
的
な
駆

除
対
策
の
検
討
を
は
じ
め
、
イ
ノ
シ
シ
等
に
つ

い
て
は
、
適
切
な
個
体
管
理
が
急
務
で
あ
り
、

山
林
管
理
を
含
め
た
総
合
的
な
対
策
を
関
係
機

関
と
の
連
携
・
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

６.

畜
産
対
策
に
つ
い
て

(

１)

輸
入
飼
料
の
価
格
安
定
対
策
に
つ
い
て

バ
イ
オ
燃
料
増
産
等
の
影
響
に
よ
り
、
輸
入

ト
ウ
モ
ロ
コ
シ
等
の
飼
料
用
作
物
が
高
騰
し
、

畜
産
農
家
は
大
打
撃
を
受
け
て
い
る
こ
と
か

ら
、
価
格
安
定
対
策
の
一
層
の
強
化
を
図
ら
れ

た
い
。

(

２)

畜
産
農
家
に
対
す
る
ヘ
ル
パ
ー
制
度
の
充

実
・
強
化
に
つ
い
て

畜
産
農
家
は
他
産
業
と
比
べ
て
余
暇
が
非
常

に
取
れ
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
畜
産
農

家
に
対
す
る
ヘ
ル
パ
ー
制
度
に
つ
い
て
、
後
継

者
の
生
産
意
欲
を
向
上
さ
せ
る
た
め
、
一
層
の

拡
充
・
強
化
を
図
ら
れ
た
い
。

７.

食
育
の
推
進
に
つ
い
て

(

１)

食
の
安
全
・
安
心
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、

地
元
産
農
産
物
の
消
費
を
推
進
さ
れ
た
い
。

(

２)

学
校
給
食
へ
の
地
元
産
農
産
物
の
使
用
拡

大
を
図
る
た
め
、生
産
団
体
と
の
協
議
を
深
め
、

生
産
供
給
体
制
の
整
備
・
支
援
を
さ
ら
に
推
進

さ
れ
た
い
。

(

３)

次
世
代
を
担
う
子
供
た
ち
に
対
し
て
、
安

全
・
安
心
な
食
料
を
提
供
す
る
と
と
も
に
、
環

境
保
全
の
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
農
業

に
つ
い
て
、
学
校
教
育
で
体
験
学
習
等
を
通
し

て
理
解
を
深
め
ら
れ
る
よ
う
推
進
さ
れ
た
い
。

８.

地
域
農
産
物
・
特
産
物
を
活
用
し
た
農

業
の
活
性
化
の
推
進
に
つ
い
て

(

１)

消
費
者
の
食
の
安
全
・
安
心
に
対
す
る
関
心

が
高
ま
っ
て
い
る
な
か
で
、
新
鮮
な
農
産
物
等

に
つ
い
て
、
低
農
薬
栽
培
や
有
機
栽
培
な
ど
に

対
す
る
指
導
等
の
対
応
を
図
ら
れ
た
い
。

(

２)

農
産
物
の
加
工
産
業
を
育
成
し
、
付
加
価

値
を
高
め
、
グ
リ
ー
ン
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
導
入
に

よ
る
観
光
の
振
興
、
地
域
内
の
消
費
者
と
の
交

流
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
事
業
の
振
興
に
よ
る
販
売

促
進
を
図
ら
れ
た
い
。

(

３)

コ
ン
ニ
ャ
ク
等
の
各
地
域
特
産
物
の
ブ
ラ

ン
ド
化
の
推
進
を
図
ら
れ
た
い
。

９.

農
業
関
係
税
制
軽
減
対
策
に
つ
い
て

(

１)

農
業
用
施
設
等
の
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

農
業
振
興
施
策
と
し
て
推
進
設
置
さ
れ
た
共

同
利
用
施
設
（
農
産
物
共
同
集
出
荷
所
、
共
同

農
機
具
格
納
庫
、
農
産
物
直
売
所
等
）
及
び
個

人
が
設
置
し
た
農
業
用
施
設
に
係
る
固
定
資
産

税
の
軽
減
措
置
を
図
ら
れ
た
い
。

(

２)

相
続
税
・
贈
与
税
に
つ
い
て

①
相
続
税
・
贈
与
税
の
納
税
猶
予
の
特
例
対
象

に
、
農
業
用
施
設
用
地
な
ら
び
に
農
業
用
施
設

を
加
え
る
よ
う
県
・
国
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

小学生の農業体験（渋川西小学校）

②
農
業
後
継
者
の
安
定
し
た
経
営
を
継
承
す
る

観
点
か
ら
、
農
地
の
細
分
化
防
止
対
策
を
図
ら

れ
る
よ
う
県
・
国
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

③
集
落
営
農
組
織
の
法
人
化
に
あ
た
っ
て
、
構

成
員
の
納
税
猶
予
特
例
農
地
を
そ
の
法
人
に
対

し
て
貸
し
付
け
て
も
、
引
き
続
き
特
例
が
継
続

さ
れ
る
よ
う
県
・
国
へ
働
き
か
け
を
お
願
い
し

た
い
。

(

３)

所
得
税
に
つ
い
て

最
近
の
原
油
高
や
生
産
・
出
荷
資
材
全
般
・

輸
入
飼
料
等
が
高
騰
す
る
な
か
で
、
農
業
経
営

で
は
そ
の
コ
ス
ト
を
農
産
物
な
ど
の
販
売
価
格

に
転
嫁
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
経
営
が
厳
し
い

状
況
に
あ
る
た
め
、
所
得
税
の
減
免
措
置
を
講

じ
る
よ
う
県
・
国
へ
要
請
さ
れ
た
い
。

10.

Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
な
ら
び
に
Ｅ
Ｐ
Ａ

交
渉
等
に
つ
い
て

決
裂
し
た
Ｗ
Ｔ
Ｏ
農
業
交
渉
の
交
渉
再
開
は

不
明
で
す
が
、
交
渉
の
厳
し
い
構
図
に
は
変
わ

り
は
な
い
状
況
下
、
日
豪
Ｅ
Ｐ
Ａ
交
渉
に
つ
い

て
も
、
豪
州
側
の
高
い
レ
ベ
ル
の
自
由
化
へ
の

要
求
が
行
わ
れ
て
い
る
。
政
府
は
従
来
ど
お
り

毅
然
と
し
た
態
度
で
交
渉
す
る
と
と
も
に
、
我

が
国
の
食
料
安
全
保
障
の
確
保
が
可
能
と
な
る

貿
易
ル
ー
ル
の
確
立
を
目
指
し
、
群
馬
県
の
特

産
で
あ
る
コ
ン
ニ
ャ
ク
に
つ
い
て
は
、
関
税
の

引
き
下
げ
を
阻
止
し
、
不
正
輸
入
・
原
料
偽
装

の
監
視
体
制
を
強
化
す
る
よ
う
県
・
国
へ
要
請

さ
れ
た
い
。

11.

農
業
用
水
の
汚
染
防
止
対
策
に
つ
い
て

農
業
用
水
は
、
年
々
増
加
す
る
非
農
地
化
に

伴
い
、
家
庭
雑
排
水
等
に
よ
り
水
質
汚
染
が
著

し
く
進
ん
で
い
る
た
め
、
農
業
生
産
に
悪
影
響

を
及
ぼ
す
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
総
合
的
な

汚
染
防
止
対
策
を
講
じ
ら
れ
た
い
。

12.

森
林
の
保
全
に
つ
い
て

(

１)

森
林
、
林
道
網
の
整
備
及
び
治
山
対
策
事

業
を
継
続
実
施
さ
れ
た
い
。

(

２)

森
林
を
守
る
た
め
、
松
く
い
虫
の
防
除
対

策
を
引
き
続
き
実
施
さ
れ
た
い
。
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増
え
続
け
る
世
界
の
人
口
。
中
国
、
イ
ン

ド
な
ど
人
口
大
国
が
食
料
需
要
を
大
き
く

押
し
上
げ
て
い
ま
す
。

一
方
で
は
干
ば
つ
に
よ
る
作
物
の
減
収

に
よ
り
価
格
が
高
騰
し
て
い
ま
す
。
他
国

で
は
食
用
作
物
を
バ
イ
オ
エ
タ
ノ
ー
ル
燃

料
の
原
材
料
と
し
て
、
米
国
が
と
う
も
ろ

こ
し
、
ブ
ラ
ジ
ル
が
さ
と
う
き
び
、
ド
イ

ツ
が
ラ
イ
麦
、
小
麦
等
が
大
量
に
転
用
さ

れ
価
額
変
動
の
要
因
と
言
わ
れ
て
い
ま

す
。外

国
か
ら
の
輸
入
食
品
つ
い
て
は
農
薬

混
入
の
冷
凍
ギ
ョ
ウ
ザ
、
汚
染
米
や
産
地

偽
装
な
ど
と
食
品
に
対
す
る
不
安
が
拡
大

し
て
い
ま
す
。

農
産
物
に
対
す
る
消
費
者
の
信
頼
確
保

が
必
要
で
す
。
農
産
物
の
直
売
所
や
道
の

駅
が
人
気
で
地
産
地
消
で
売
上
げ
は
好
調

で
す
。

直
売
所
も
生
産
者
、
消
費
者
の
顔
が
見

え
、
話
が
で
き
る
関
係
づ
く
り
の
取
り
組

み
が
で
き
れ
ば
、
消
費
者
、
生
産
者
双
方

の
関
心
が
高
ま
り
、
地
域
の
活
性
化
に
な

る
と
思
い
ま
す
。

食
料
に
つ
い
て
一
言

農
政
部
会
長
　
千
明
　
眞
一

（
中
郷
）

平
成
十
九
年
二
月
に
合
併
し
て
、
渋
川

市
農
業
委
員
会
が
発
足
し
ま
し
た
。
第
１

農
地
部
会
、
第
２
農
地
部
会
、
農
政
部
会

が
構
成
さ
れ
ま
し
た
。
農
政
部
会
で
は
、

適
正
な
農
地
行
政
の
推
進
、
地
域
農
業
の

振
興
発
展
、
遊
休
農
地
発
生
防
止
解
消
に

取
り
組
ん
で
行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

食
料
に
つ
い
て
は
皆
さ
ん
承
知
の
と
お

り
国
の
食
料
自
給
率
は
39
％
、
群
馬
県
で

34
％
で
す
。
従
っ
て
不
足
分
は
海
外
か
ら

の
輸
入
で
補
っ
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

◆
独
自
事
業
「
農
産
物
ブ
ラ
ン
ド
化
に
つ

い
て
」
研
修
会
を
開
催

昨
年
11
月
17
日
に
市
勤
労
福
祉
セ
ン
タ

ー
で
地
元
農
産
物
の
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
る

た
め
群
馬
県
地
域
興
し
マ
イ
ス
タ
ー
中
島

琢
司
氏（
元
JR
高
崎
支
社
営
業
開
発
部
長
）

を
講
師
に
招
い
て
研
修
会
を
実
施
し
ま
し

た
。広

域
圏
の
農
業
委
員
会
や
農
産
物
直
売

所
関
係
者
に
参
加
を
呼
び
か
け
、
65
人
の

出
席
者
は
熱
心
に
耳
を
傾
け
て
い
ま
し
た
。

◆
特
産
品
化
へ
の
取
り
組
み
先
進
地
視
察

農
業
委
員
会
で
は
11
月
20
〜
21
日
に
千

葉
県
印
旛
郡
栄
町
へ
特
産
品
化
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
研
修
し
よ
う
と
視
察
研
修
に

行
き
ま
し
た
。
同
町
で
は
黒
大
豆
「
ど
ら

ま
め
」
の
特
産
品
化
の
た
め
に
「
転
作
組

合
」
や
「
黒
大
豆
研
究
会
」
が
ア
イ
ス
や

焼
酎
等
の
「
加
工
品
づ
く
り
」
に
取
り
組

ん
で
い
ま
す
。参
加
し
た
34
人
の
委
員
は
、

視
察
先
の
熱
心
な
取
り
組
み
と
成
果
に
感

心
し
、
こ
の
研
修
で
得
た
事
を
今
後
の
活

動
に
役
立
た
せ
た
い
と
、
思
い
を
新
た
に

し
ま
し
た
。

無
断
転
用
防
止
と
遊
休
農
地
の
実
態
把

握
の
た
め
農
業
委
員
が
地
区
ご
と
の
班
編

制
で
パ
ト
ロ
ー
ル
し
、
発
見
し
た
無
断
転

用
地
等
の
農
地
所
有
者
に
対
し
て
、
通
知

や
個
別
訪
問
を
行
い
、
是
正
指
導
（「
現

状
回
復
命
令
」「
転
用
申
請
指
導
」）
を
し

ま
し
た
。

農
地
は
大
切
な
財
産
で
す
。
し
っ
か
り

計
画
を
立
て
、
必
要
性
に
応
じ
た
転
用
を

心
が
け
て
く
だ
さ
い
。
ま
た
適
正
な
農
地

利
用
を
お
願
い
し
ま
す
。

重
要
な
課
題
と
な
っ
て
い
る
遊
休
農
地

の
発
生
防
止
と
解
消
の
取
り
組
み
に
つ
い

て
、
昨
年
９
月
下
旬
に
遊
休
農
地
解
消
の

モ
デ
ル
地
区
と
し
て
伊
香
保
地
区
と
小
野

上
地
区
の
２
カ
所
に
雑
草
を
抑
制
す
る

「
ヘ
ア
リ
ー
ベ
ッ
チ
」
を
播
種
し
ま
し
た
。

播
種
し
た
圃
場
に
看
板
を
設
置
し
た

り
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
こ
の
取
り
組
み

を
掲
載
し
、
遊
休
農
地
解
消
を
訴
え
て
い

ま
す
。



７

農
地
の
売
買
や
貸
し
借
り
、
農
地
の
転
用
、

そ
の
他
農
地
に
関
す
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
個

人
的
に
相
談
し
た
い
方
は
事
前
に
ご
予
約
の
上

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

な
お
、
予
約
等
、
詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
先

は
農
業
委
員
会
事
務
局
（
牲
○
２
９
２
０
）
へ
。

22
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私
の
野
菜
づ
く
り
は
10
年
前

か
ら
。
娘
の
ア
レ
ル
ギ
ー
が
き
っ
か
け

で
し
た
。
こ
ん
に
ゃ
く
農
家
で
育
っ
た

の
に
畑
を
手
伝
っ
た
事
は
あ
り
ま
せ
ん
。

で
す
か
ら
、
始
め
た
当
初
は
、
無
農
薬

だ
！
有
機
だ
！
と
こ
だ
わ
り
が
先
行
し

て
、
う
ま
く
い
か
ず
、
夫
と
二
人
で
す

っ
か
り
疲
れ
て
し
ま
っ
た
も
の
で
す
。

転
機
に
な
っ
た
の
は
５
年
前
、
姉
か

ら
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
栽
培
方
法
を
教
え
て

も
ら
っ
た
こ
と
で
し
た
。
土
づ
く
り
、

種
ま
き
、
消
毒
か
ら
収
穫
、
出
荷
ま
で

の
流
れ
を
一
年
体
験
し
て
、
や
っ
と
野

菜
づ
く
り
の
実
感
が
湧
き
ま
し
た
。
た

と
え
一
箱
で
も
形
に
な
っ
た
喜
び
、
収

入
に
つ
な
が
っ
た
喜
び
は
大
き
な
も
の

で
し
た
。
今
は
「
道
の
駅
」
へ
の
出
荷
が

主
（
人
参
、
玉
葱
、
な
す
、
葉
菜
類
）
で
す

が
、
チ
ン
ゲ
ン
菜
の
経
験
が
基
礎
に
な

り
ま
し
た
。
こ
だ
わ
り
も
、
有
機
中
心
、

減
農
薬
で
一
段
落
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
。

ま
た
、
私
は
こ
こ
数
年
、
日
本
の
伝

統
食
を
学
ん
で
い
ま
す
が
”
米
と
野
菜

中
心
の
食
事
“
を
実
践
す
る
こ
と
で
元

気
に
過
ご
せ
る
の
だ
と
確
信
で
き
た
こ

と
で
、
更
に
励
み
に
な
り
ま
し
た
。

娘
の
ア
レ
ル
ギ
ー
か
ら
ス
タ
ー
ト
し

た
野
菜
づ
く
り
は
、
今
や
自
分
の
ラ
イ

フ
ワ
ー
ク
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ

れ
か
ら
も
、
よ
り
安
心
・
安
全
な

野
菜
を
め
ざ
し
て
、
畑
友
達
と
一

緒
に
、
楽
し
く
続
け
て
行
き
た
い

と
思
い
ま
す
。

そ
し
て
、
提
案
し
ま
す
。

お
い
し
い
地
場
の
野
菜
を
も
っ

と
食
べ
ま
し
ょ
う
！
健
康
の
た
め

に
…
。

就
農
し
た
の
は
い
つ
か
ら
で
、

き
っ
か
け
は
な
ん
で
す
か
？

農
業
者
大
学
校
を
卒
業
後
、

愛
知
県
に
あ
る
有
限
会
社

Ｊ
＆
Ｈ
ジ
ャ
パ
ン
で
１
年
弱
、
花
卉

栽
培
の
研
修
を
し
て
、
そ
の
後
オ
ラ

ン
ダ
に
あ
る
大
規
模
鉢
花
生
産
会
社

B
.van

d
er
V
alk
B
.V
.

で
１
年
間
研

修
し
、
今
年
の
４
月
か
ら
就
農
し
ま

し
た
。

就
農
し
て
み
て
ど
う
で
す
か
。

現
在
、
年
間
を
通
し
て
約

30
種
類
以
上
の
シ
ク
ラ
メ
ン

と
約
10
種
類
の
ア
イ
ビ
ー
ゼ
ラ
ニ
ウ

ム
を
主
に
栽
培
し
て
い
ま
す
。
仕
事

は
花
の
水
や
り
や
植
え
か
え
、
剪
定

作
業
な
ど
、
花
の
管
理
と
花
卉
市
場

へ
の
出
荷
準
備
な
ど
が
主
な
仕
事
で

す
。

今
後
の
抱
負
を
お
聞
か
せ
く

だ
さ
い
。

花
卉
栽
培
の
基
礎
を
し
っ

か
り
覚
え
て
、
１
日
で
も
早

く
１
人
前
の
農
業
経
営
が
で
き
る
よ

う
努
力
し
た
い
で
す
。
ま
た
冬
に
は

シ
ク
ラ
メ
ン
の
直
売
も
し
て
い
る
の

で
、
直
売
の
売
上
を
伸
ば
し
て
い
き

た
い
で
す
。

８

神道 すみ江さん
（中郷）

木暮正裕さん
（赤城町溝呂木）


